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岐阜農林高等学校
同 窓 会 事 務 局

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す⬇

総合建設コンサルタント

代表取締役
村橋　　塁

〒501－0106
岐阜市西河渡 2丁目57
電話〈058〉253－3111

支店、営業所
名古屋、恵那、高山、郡上、大垣、
中濃、各務原、羽島、下呂、飛騨、
瑞穂、関、多治見、浜松、福井、
三重、飯田、関東（以上18箇所）
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守
男 

同
窓
会
総
会
を
開
催

「
同
窓
会
活
動
の
継
承
に
向
か
っ
て
」

岐
阜
農
林
高
等
学
校
同
窓
会

�
会
長　
　

内　

藤　

邦　

雄

同
窓
会
総
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
一
言
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

日
頃
は
、
同
窓
会
活
動
に
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
地
球
温
暖
化
の

影
響
で
酷
暑
が
続
き
、
熱
中
症
の

発
生
や
農
作
物
へ
の
被
害
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
材
料

費
の
高
騰
に
伴
う
諸
物
価
の
高
騰

や
金
利
の
上
昇
な
ど
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
昨
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
規
制
緩
和
に

よ
り
4
年
ぶ
り
に
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
と
こ
ろ
2
0
0
名
程
の
会

員
が
出
席
し
て
盛
会
に
開
催
さ

れ
、
今
ま
で
活
動
が
で
き
ず
人
と

の
交
流
も
制
限
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
解
消
さ
れ
た
こ
と
で
出
席
者
の

増
加
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

懇
親
会
に
お
い
て
は
、
久
し
ぶ

り
に
会
う
旧
友
や
恩
師
へ
の
歓
談

な
ど
会
場
内
は
い
ろ
い
ろ
な
話
題

で
話
が
盛
り
上
が
り
次
回
へ
の
参

加
を
約
束
さ
れ
る
方
々
が
多
く
お

見
え
に
な
り
ま
し
た
。

先
日
、
同
窓
会
の
会
員
で
あ
る

職
場
の
先
輩
か
ら
本
が
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
本
の
内
容
を
見
る
と

先
輩
が
今
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き

た
こ
と
や
経
験
か
ら
体
得
し
た
こ

と
な
ど
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

汗
を
出
せ
ば
知
恵
は
お
の
ず
と
つ

い
て
く
る
。
何
事
も
迷
わ
ず
恐
れ

ず
前
を
向
い
て
い
く
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
を
振
り
返
り
、
そ
の

方
の
経
験
の
深
さ
に
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同

窓
会
活
動
の
重
要
性
と
母
校
へ
の

想
い
の
深
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。同

窓
会
員
は
、
自
身
を
育
て
て

く
れ
た
母
校
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
が
今
な
お
心
の
中
に
生
き
続

け
て
お
り
、
同
窓
会
の
役
割
を
十

分
認
識
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

同
窓
会
総
会
を
契
機
と
し
て
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
地
域
で

の
交
流
を
活
性
化
さ
せ
、
岐
阜
農

林
高
等
高
校
の
発
展
に
寄
与
す
る

た
め
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
例
年
の
と
お
り
同
窓
会

総
会
を
10
月
5
日
に
開
催
し
ま
す

の
で
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
出

席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご

活
躍
と
母
校
の
一
層
の
発
展
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
あ
い
さ
つ
と
し
ま

す
。
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揖
斐
川
支
部
だ
よ
り

同窓会総会・講演会・懇親会のご案内

会　場 ホテルグランヴェール岐山　岐阜市柳ケ瀬6丁目14番地　電話：058-263-7111

会　費 30代以上　6,000円　　20代までは　4,000円

世話人 平成12年3月卒業生（平成11年度卒業生）	 平成13年3月卒業生（平成12年度卒業生）
令和2年3月卒業生（令和元年度卒業生）	 令和3年3月卒業生（令和2年度卒業生）

※本来、前厄を迎えた卒業生、成人式を迎えた卒業生の代表が総会世話人となりますが、新
型コロナウイルス感染症により懇親会が開催できなかったため、今後当面の間は、毎回2
学年分ずつ開催していきます。

◇当日も受付しております。　◇お車でのご来場はご遠慮ください。

日　時 令和6年10月5日（士）
15：00〜　受　付　　　15：30〜　同窓会総会
16：00〜　講演会　　　17：00〜　懇親会

テーマ 「岐阜農林の誉れを増さん」
講演者：岐阜農林高等学校　元校長　髙畑清樹	氏

会

員

の

動

向

◆
訃
報

宇
佐
美　

正
勝

（
昭
和
36
年
定
時
制
農
業
科
卒
）

★
訂
正
と
お
詫
び

令
和
六
年
五
月
二
十
四
日
付
け

第
二
百
七
十
一
号
の
会
員
の
動
向

に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
訂

正
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
三
月
農
業
科
卒

で
既
に
ご
逝
去
さ
れ
て
い
る
と
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
鷲
見
隆
男

さ
ん
は
ご
健
在
で
す
。
卒
業
年
度

も
三
十
年
三
月
の
卒
業
で
す
。

更
に
、
現
在
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
松
野
久
雄
」

と
ご
紹
介
し
た
方
は
正
確
に
は
松

野
久
男
さ
ん
で
、
卒
業
年
度
が
昭

和
三
十
年
に
な
り
ま
す
。
島
塚
厚

美
さ
ん
と
内
藤
泰
彦
さ
ん
も
昭
和

三
十
年
農
業
科
卒
に
な
り
ま
す
。

今
回
お
寄
せ
頂
い
た
情
報
が

誤
っ
て
い
た
こ
と
で
、
関
係
者
の

方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
致
し
ま
す
。
今

後
は
お
寄
せ
頂
い
た
方
の「
年
度
」

と「
お
名
前
」に
つ
い
て
は
同
窓
会

名
簿
で
確
認
し
誤
っ
た
情
報
を
掲

載
し
な
い
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

�

（
文
責　

山
田　

伸
）

岐
阜
農
林
高
校
同
窓
会
揖
斐
川

支
部
夏
季
懇
親
会
が
、
令
和
6
年

7
月
12
日
金
曜
日
午
後
1
時
か
ら

谷
汲
参
道「
萬
屋
」に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
同
窓
会
事
務

局
か
ら
参
加
し
た
私
を
含
め
て
22

名
に
な
り
ま
す
。

こ
の
懇
親
会
は
6
年
ぶ
り
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
熱
気
が

み
な
ぎ
っ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

髙
田
善
信
支
部
会
長
他
5
名
参
加

の
揖
斐
川
歴
史
散
歩
の
会
で
は
、

会
費
12
万
8
千
円
で
屋
久
島
へ

行
っ
た
と
の
こ
と
。
コ
ロ
ナ
前
で

あ
っ
た
ら
会
費
10
万
円
以
下
で
案

内
が
で
き
た
の
だ
け
れ
ど
、
今
回

は
割
高
な
会
費
と
な
り
希
望
者
が

少
な
く
な
る
こ
と
を
予
想
し
て
い

た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
40
名
以

上
の
参
加
者
を
集
め
ハ
イ
キ
ン
グ

を
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
参
加

者
は
80
歳
前
後
の
方
が
多
い
の
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
に
行
き
た
い
と
熱
く
語
ら

れ
、
自
分
も
前
か
ら
屋
久
島
へ
は

行
き
た
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
羨

ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

会
の
終
わ
り
に
は
、
次
は
忘
年

会
を
池
田
支
部
の
方
も
お
誘
い
し

て
も
っ
と
多
く
の
参
加
者
で
盛
り

上
げ
よ
う
と
の
こ
と
。
支
部
会
員

に
は『
岐
阜
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
天
空

の
茶
畑
』を
お
一
人
で
作
ら
れ
た
佐

名
敏
己（
Ｓ
44
3
月
林
科
卒
）さ
ん

が
い
る
と
の
こ
と
で
、
是
非
、
同

窓
会
機
関
紙『
瑞
穂
』で
紹
介
し
て

欲
し
い
、
と
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

揖
斐
川
支
部
会
員
の
方
に
は『
瑞

穂
』の
熱
烈
な
愛
読
者
が
多
い
よ

う
な
の
で
、
い
つ
か
ご
紹
介
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
定
年
退
職
で
61
歳
と
な
る
の

で
す
が「
ま
だ
ま
だ
若
い
」と
多
く

の
会
員
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
こ

の
会
員
の
方
々
に
負
け
な
い
よ
う

に
、「
こ
れ
か
ら
の
人
生
」を
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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活
躍
す
る
同
窓
生

「
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
を

�

つ
く
る
こ
と
」

�
平
成
22
年
3
月
卒
業

�

食
品
科
学
科
卒
業　

大
矢
真
夕

今
、
私
は
岐
阜
市
内
に
あ
る
結

婚
式
場
に
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
勤

務
し
て
い
ま
す
。
式
場
で
の
仕
事

は
主
に
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
や

披
露
宴
で
提
供
す
る
デ
ザ
ー
ト
の

製
造
、
ま
た
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
考
案

な
ど
様
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
結
婚
式
な
ら
で
は
な
の
が
、

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
で
す
。
一

口
に
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
と

言
っ
て
も
そ
の
種
類
は
様
々
で
私

の
親
の
頃
は
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン

ケ
ー
キ
と
呼
ば
れ
る
物
が
主
流
で

し
た
。
今
は
フ
ル
ー
ツ
た
く
さ
ん

の
王
道
の
も
の
か
ら
、
好
き
な
漫

画
、
ス
ポ
ー
ツ
、
お
二
人
の
思
い

出
の
も
の
を
取
り
入
れ
た
ケ
ー
キ

な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る

ケ
ー
キ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
新
郎
新
婦
様
の
イ
メ
ー
ジ

に
よ
り
近
い
も
の
を
作
り
あ
げ
る

為
に
お
二
人
と
直
接
打
ち
合
わ
せ

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
二
人
の
一
生
に
一
度
の
ケ
ー

キ
に
携
わ
れ
る
こ
と
は
大
き
な
責

任
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま

す
。
で
す
が
大
変
な
分
、
式
後
に

お
二
人
が「
可
愛
い
ケ
ー
キ
で
し

た
、
素
敵
な
式
に
な
り
ま
し
た
。」

と
喜
ん
で
頂
け
る
と
ブ
ラ
イ
ダ
ル

の
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
働
い
て
い

て
良
か
っ
た
と
や
り
が
い
を
感
じ

る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
幼

い
頃
に
母
と
一
緒
に
お
菓
子
づ
く

り
を
す
る
の
が
好
き
な
子
供
で
し

た
。
そ
の
影
響
も
あ
り
、
い
つ
か

お
菓
子
づ
く
り
の
道
に
進
み
た
い

と
い
う
夢
が
あ
り
、
高
校
は
食
品

科
学
科
の
あ
る
岐
阜
農
林
高
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
在
学
中
は
ク
ッ

キ
ー
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
食
品
製
造

実
習
か
ら
食
品
中
の
成
分
を
調
べ

る
食
品
化
学
実
験
、
微
生
物
の
働

き
を
利
用
し
た
味
噌
や
醤
油
の
醸

造
、
時
に
は
畑
に
出
た
り
と
広
い

範
囲
で
食
品
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
3
年
間
、

書
道
部
で
培
う
こ
と
の
で
き
た
集

中
力
は
今
の
仕
事
に
お
い
て
と
て

も
大
切
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

何
よ
り
食
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
の

楽
し
さ
を
実
感
で
き
た
こ
と
は
岐

阜
農
林
高
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た

経
験
、
先
生
や
友
達
と
の
生
活
が

あ
っ
て
う
ま
れ
た
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
製
菓
専
門
学
校
へ
進

み
菓
子
製
造
業
の
知
識
と
技
術
を

学
び
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
原
因
と
な
り
、
結
婚
式
の
中
止

や
自
粛
が
相
次
い
だ
こ
と
で
私
の

働
く
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
初
め
飲
食
業

界
は
そ
の
波
を
大
き
く
受
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
仕
事
が
減
り

不
安
の
中
、
そ
れ
で
も
飲
食
で
働

い
た
の
は
や
は
り
お
菓
子
づ
く
り

が
楽
し
い
、
好
き
と
い
う
気
持
ち

が
あ
る
か
ら
。
現
在
で
は
結
婚
式

の
数
も
回
復
傾
向
に
あ
り
、
ブ
ラ

イ
ダ
ル
業
界
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の
活

気
を
と
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

働
く
今
思
う
こ
と
は
昔
も
今
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。「
お
客
様
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー

キ
を
つ
く
る
こ
と
」そ
の
思
い
を

胸
に
こ
れ
か
ら
も
ケ
ー
キ
を
作
り

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

農
業
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

1　

第
75
回
岐
阜
県
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
連
盟　

県
大
会　

入
賞
者

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
】

令
和
6
年
7
月
3
日（
水
）

�

加
茂
農
林
高
校

分
野
Ⅰ
類　

優
秀
賞

化
学
肥
料
と
有
機
肥
料
で
キ
ュ
ウ

リ
は
ど
う
変
わ
る
か

～
環
境
保
護
と
コ
ス
ト
低
減
を
目

指
し
て
～

�

3
Ｈ　

所　
　

采
映

�

3
Ｈ　

丹
羽　

遥
香

�

3
Ｈ　

大
澤　

空
知

�

2
Ｈ　

千
種　

葉
夏

�

2
Ｈ　

才
村　

華
暖

分
野
Ⅱ
類　

優
秀
賞

環
境
教
育
で
自
然
豊
か
な
町
づ
く

り

�

3
Ｅ　

武
藤
隆
之
介

�

3
Ｅ　

井
戸　

康
輔

�

3
Ｅ　

吉
田　

真
子

�

3
Ｅ　

淺
井　

琴
音

�

3
Ｅ　

西
村　

優
汰

分
野
Ⅲ
類　

優
秀
賞

真
桑
瓜
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
10
年
目
の
新
た
な
挑
戦
～

�

3
Ａ　

的
矢　

紗
奈

�

3
Ａ　

長
屋　

来
夢

�

3
Ａ　

大
原　

幸
樹

�

3
Ａ　

長
屋　

咲
弥

�

3
Ａ　

朝
日　

和
樹

�

3
Ａ　

大
塚
う
た
ね

�

3
Ａ　

小
塩　

柑
那

�

3
Ａ　

波
平　

悠
矢

�

3
Ａ　

宮
部　

真
衣

�

3
Ａ　

目
加
田
聖
斗

【
意
見
発
表
会
】

令
和
6
年
7
月
3
日（
水
）

�

加
茂
農
林
高
校

分
野
Ⅰ
類　

最
優
秀
賞

�

2
Ｆ　

山
田　

美
乃

農
家
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
気
候
変
動

～
6
次
産
業
化
で
描
く
明
日
の
長

良
ブ
ド
ウ
～

分
野
Ⅱ
類　

優
秀
賞

�

3
Ｅ　

川
那
辺　

歩

環
境
配
慮
型
農
業
の
実
現
に
向
け
て

分
野
Ⅲ
類　

最
優
秀
賞

�

3
Ｆ　

金
沢　

桃
花

私
の
米
粉
奮
闘
記

【
農
業
鑑
定
競
技
会
】

令
和
6
年
7
月
24
日（
水
）　

�

加
茂
農
林
高
校

分
野　

作
物　

　

最
優
秀
賞
3
Ｄ　

安
藤　

遥
翔

　

優
秀
賞�

2
Ｄ　

岩
下　

嘉
歩

�

1
Ｄ　

高
橋　

佑
奈

分
野　

果
樹

　

優
秀
賞�

3
Ｄ　

後
藤　

久
弥

分
野　

野
菜

　

優
秀
賞�

2
Ｈ　

青
木　

乙
可

�

3
Ｈ　

毛
利　

桜
空

分
野　

草
花

　

最
優
秀
賞�

3
Ｈ　

木
村　

宥
哉

　

優
秀
賞�

3
Ｈ　

早
乙
女
大
翔

分
野　

畜
産

　

優
秀
賞�

3
Ａ　

福
田　
　

愛

�

2
Ａ　

末
守　

佑
菜

�

2
Ａ　

宇
野
こ
と
み

�

3
Ａ　

島
塚　

花
凪

�

3
Ａ　

杉
本　

太
一

分
野　

食
品

　

最
優
秀
賞�

2
Ｆ　

長
屋　

旬
亮

　

優
秀
賞�

3
Ｆ　

曽
我
真
里
絵

�

3
Ｂ　

細
野　

颯
太
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�

（
4
月
～
8
月
）

◎
相
撲
部

【
岐
阜
県
高
校
生
相
撲
優
勝
大
会
】

団
体
戦　

優
勝

�

（
全
国
選
抜
金
沢
大
会
出
場
）

　

3
Ｎ　

田
島　

3
Ｅ　

笠
松

　

2
Ｎ　

梅
村
・
田
中

個
人
戦

軽
量
級

　

優
勝�

3
Ｎ　

田
島
徳
文

中
量
級

　

準
優
勝�

3
Ｅ　

林　

風
我

�

2
Ｆ　

林　
　

理
玄

�

2
Ｂ　

新
川
な
つ
め

分
野　

森
林

　

優
秀
賞�

2
Ｎ　

藤
幸　

謙
心

�

3
Ｎ　

大
野　

竜
海

�
1
Ｎ　

伊
藤　

紫
乃

分
野　

農
業
土
木

　

最
優
秀
賞�
2
Ｅ　

武
藤　

希
果

　

優
秀
賞�

3
Ｅ　

小
林　

優
斗

�

3
Ｅ　

松
井
心
海
美

【
平
板
測
量
競
技
会
】

令
和
6
年
7
月
30
日（
火
）

�

岐
阜
農
林
高
校

最
優
秀
賞

岐
阜
農
林
高
校
Ａ
チ
ー
ム

�

3
Ｅ　

所　
　

巧
真

�

3
Ｅ　

福
田　

涼
介

�

3
Ｅ　

笠
井　

悠
生

【
家
畜
審
査
競
技
会　

乳
用
牛
の
部
】

令
和
6
年
6
月
14
日（
金
）

�

岐
阜
県
畜
産
研
究
所（
山
岡
）

最
優
秀
賞�

2
Ａ　

早
川　

愛
子

優
秀
賞�

2
Ａ　

宮
野　

晴
輝

【
家
畜
審
査
競
技
会　

肉
用
牛
の
部
】

令
和
6
年
6
月
28
日（
金
）

�

岐
阜
県
畜
産
研
究
所（
清
見
）

　

�

該
当
者
な
し

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
競

技
会
】

令
和
6
年
7
月
10
日（
水
）

�

大
垣
養
老
高
校

優
秀
賞�

2
Ｂ　

大
塚　

唯
愛

�

3
Ｈ　

吉
田　

悠
晟

�

2
Ｄ　

杉
山　
　

碧

2　

令
和
6
年
度
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟　

ブ

ロ
ッ
ク
大
会　

入
賞
者

令
和
6
年
8
月
7
日（
水
）

�

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

【
意
見
発
表
会
】

分
野
Ⅰ
類　

最
優
秀
賞

�

2
Ｆ　

山
田　

美
乃

農
家
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
気
候
変
動

～
6
次
産
業
化
で
描
く
明
日
の
長

良
ブ
ド
ウ
～

分
野
Ⅲ
類　

優
秀
賞

�

3
Ｆ　

金
沢　

桃
花

私
の
米
粉
奮
闘
記

3　

第
75
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会　

岩
手
大
会　

出

場
者

令
和
6
年
10
月
23
日（
水
）

【
意
見
発
表
会　

Ⅰ
類
】

�

2
Ｆ　

山
田　

美
乃

会
場
：
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ

ン
タ
ー　

【
平
板
測
量
競
技
会
】

�

3
Ｅ　

所　
　

巧
真

�

3
Ｅ　

福
田　

涼
介

�

3
Ｅ　

笠
井　

悠
生

会
場
：
花
巻
市
総
合
体
育
館
・
日

居
城
野
運
動
公
園

【
家
畜
審
査
競
技
会（
乳
用
牛
の
部
）】

�

2
Ａ　

早
川　

愛
子

会
場
：
く
ず
ま
き
高
原
牧
場

【
農
業
鑑
定
競
技
会
】

会
場
：
岩
手
県
立
花
巻
農
業
高
等

学
校

分
野　

農
業

�

3
Ｄ　

安
藤　

遥
翔

分
野　

園
芸

�

3
Ｈ　

木
村　

宥
哉

分
野　

畜
産

�

3
Ａ　

福
田　
　

愛

分
野　

森
林

�

3
Ｎ　

大
野　

竜
海

分
野　

農
業
土
木

�

2
Ｅ　

武
藤　

希
果

分
野　

食
品

�

2
Ｆ　

長
屋　

旬
亮

�

3
Ｂ　

細
野　

颯
太

4　

第
34
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ

ア
栃
木
大
会　

出
場
者

令
和
6
年
10
月
26
日（
土
）

�

～
27
日（
日
）

第
23
回
全
国
高
校
生
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト

会
場
：
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮　

�

2
Ｂ　

大
塚　

唯
愛

2
回
戦

　

本
校　

2
―
1　

近
大
附　

3
回
戦

　

本
校　

2
―
1　

多
久

　

3
勝
6
点　

団
体
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

1
回
戦

　

本
校　

0
―
3　

専
大
松
戸

　

一
回
戦
敗
退

個
人
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

2
Ｎ　

梅
村　

1
回
戦　

敗
退

【
東
海
四
県
高
等
学
校
選
抜
相
撲

大
会
】

団
体
の
部　

準
優
勝

　

3
Ｅ　

笠
松
、
林

　

2
Ｆ　

上
月

　

2
Ｎ　

田
中
、
梅
村

個
人
の
部

　

優
勝�

　

2
Ｎ　

梅
村
宗
佑

　

準
優
勝�

2
Ｎ　

田
中
東
明

【
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

相
撲
競
技
】

団
体
予
選
リ
ー
グ

1
回
戦

　

本
校　

5
―
0　

明
野　

2
回
戦

　

本
校　

5
―
0　

焼
津
水
産

3
回
戦

　

本
校　

4
―
1　

市
岐
商

　

3
勝
14
点　

予
選
1
位

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

団
体
決
勝

準
々
決
勝

　

本
校　

5
―
0　

富
士
宮
北

準
決
勝

　

本
校　

4
―
1　

愛
工
大
名
電

決
勝

　

本
校　

3
―
2　

飛
龍

　

団
体
優
勝

　

3
位�

2
Ｄ　

黒
木
広
陽

�

1
Ｎ　

田
島
千
照

重
量
級

　

優
勝�

2
Ｎ　

梅
村
宗
佑

　

準
優
勝�

2
Ｎ　

田
中
東
明

　

3
位�

3
Ｆ　

上
月
結
斗

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
相
撲
競
技
】

団
体
戦　

優
勝（
全
国
総
体
出
場
）

　

3
Ｆ　

上
月　

3
Ｅ　

林

　

2
Ｎ　

田
中　

2
Ｄ　

黒
木

　

3
Ｅ　

笠
松　

3
Ｎ　

田
島

　

2
Ｎ　

梅
村

個
人
戦

総
合
の
部

　

準
優
勝�

3
Ｅ　

笠
松
幸
誠

　

全
国
総
体
出
場

　

3
位�

2
Ｎ　

梅
村
宗
佑

　

全
国
総
体
出
場

　

3
位�

3
Ｎ　

田
島
徳
文　

体
重
別
80
㎏
級

　

優
勝�

3
Ｎ　

田
島
徳
文

　

全
国
総
体
出
場

体
重
別
100
㎏
級

　

優
勝�

3
Ｅ　

林　

風
我

　

全
国
総
体
出
場

　

3
位�

2
Ｎ　

山
下
陽
生

【
全
日
本
相
撲
個
人
体
重
別
選
手

権
大
会
】

ジ
ュ
ニ
ア
男
子
軽
量
級

　

優
勝�

3
Ｎ　

田
島
徳
文

世
界
選
手
権（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）出
場

【
高
等
学
校
相
撲
金
沢
大
会
】

団
体
予
選

　

2
Ｎ　

梅
村　

3
Ｆ　

上
月

　

2
Ｎ　

田
中　

3
Ｎ　

清
水

1
回
戦

　

本
校　

2
―
1　

足
立
新
田
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3
Ｎ　

田
島

　

3
Ｅ　

笠
松
、
林

　

3
Ｆ　

上
月

　

2
Ｎ　

梅
村
、
田
中

　

1
Ｎ　

田
島

個
人
戦

軽
量
級　

　

3
位�
3
Ｎ　

田
島
徳
文

中
量
級

　

3
位�

3
Ｅ　

林　

風
我

�

1
Ｎ　

田
島
千
照

軽
重
量
級　

　

優
勝�

2
Ｎ　

田
中
東
明

　

3
位�

3
Ｅ　

笠
松
幸
誠

重
量
級

　

3
位�

2
Ｎ　

梅
村
宗
佑

無
差
別
級

　

3
位�

3
Ｅ　

笠
松
幸
誠

【
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

相
撲
競
技
大
会
】

団
体
予
選
リ
ー
グ

1
回
戦

　

本
校　

0
―
5　

足
立
新
田

2
回
戦

　

本
校　

4
―
1　

名
西

3
回
戦

　

本
校　

4
―
1　

竹
原

2
勝
8
勝

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

団
体
決
勝

1
回
戦

　

本
校　

4
―
1　
三
本
木
農
恵
拓

2
回
戦

　

本
校　

0
―
5　

高
岡
向
陵

　

ベ
ス
ト
16

　

3
Ｎ　

田
島　

　

3
Ｅ　

笠
松
、
林　

　

3
Ｆ　

上
月

　

2
Ｎ　

梅
村
、
田
中　

　

1
Ｎ　

田
島

個
人
戦

総
合
の
部

3
Ｅ　

笠
松
幸
誠　

1
勝
2
敗

　

予
選
敗
退

2
Ｎ　

梅
村
宗
佑　

2
勝
1
敗

　

予
選
通
過

　

ベ
ス
ト
32
進
出
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

2
回
戦
敗
退

体
重
別
80
㎏
級

3
Ｎ　

田
島
徳
文�

2
回
戦
敗
退　

重
別
100
㎏
級　

3
Ｅ　

林　

風
我�

2
回
戦
敗
退　

◎
馬
術
部

【
全
日
本
高
等
学
校
馬
術
競
技
大

会
東
海
地
区
予
選
】

団
体
戦　

第
3
位

　

全
国
大
会
出
場

◎
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
岐
阜
県
高
校
総
体
】

1
回
戦

　

本
校　

146
―
29　

帝
京
大
可
児

2
回
戦

　

本
校　

93
―
43　

高
山
工
業

準
々
決
勝

　

本
校　

59
―
69　

大
垣
工
業

5
位
決
予
備
戦

　

本
校　

82
―
56
岐
南
工
業

5
位
決
定
戦

　

本
校　

93
―
70
大
垣
日
大

◎
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
岐
阜
県
高
校
総
体
】

1
回
戦

　

本
校　

142
―
26　

岐
阜

2
回
戦

　

本
校　

108
―
32　

各
務
原

準
々
決
勝

　

本
校　

76
―
50　
岐
阜
総
合
学
園

準
決
勝

　

本
校　

45
―
77　

県
岐
阜
商

3
位
決
定
戦

　

本
校　

71
―
58　

美
濃
加
茂

　

3
位

優
秀
選
手�

3
Ｆ　

横
田
絢
愛

【
東
海
高
校
総
体
】

1
回
戦

　

本
校　

64
―
102　

星
城

◎
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
ス
プ
リ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
】

　

本
校　

0
―
2　

大
垣
東

【
岐
阜
県
総
合
体
育
大
会　

岐
阜

地
区
予
選
会
】

第
1
試
合

　

本
校　

2
―
1　

羽
島
北

第
2
試
合

　

本
校　

0
―
2　

岐
阜
高
専

第
3
試
合

　

本
校　

0
―
2　

岐
阜
東

◎
硬
式
野
球
部

【
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
岐

阜
大
会
】

　

本
校　

3
―
6　

大
垣
日
大

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

本
校　

3
―
5　

土
岐
商
業

【
岐
阜
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
】

　

本
校　

3
―
9　

大
垣
商
業

◎
水
球
部

【
大
垣
カ
ッ
プ
】

予
選
リ
ー
グ

1
回
戦

　

ブ
ル
ボ
ン　

18
―
3　

本
校

2
回
戦

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
Ｕ
16　

18
―
3　

本
校

9
～
12
位
リ
ー
グ

3
回
戦

　

乙
訓
高
校　

13
―
8　

本
校

4
回
戦

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
Ｓ
Ｓ　

15
―
4　

本
校

5
回
戦

　

稲
生　

11
―
16　

本
校

　

第
11
位

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

決
勝

　

大
垣
東
高
校
24
―
1
本
校

　

第
2
位

【
岐
阜
県
春
季
水
球
選
手
権
】

1
回
戦

　

大
垣
Ａ
1　

3
―
5　

本
校

2
回
戦

　

名
古
屋　

0
―
4　

本
校

3
回
戦

　

長
浜　

7
―
4　

本
校

4
回
戦

　

大
垣
Ａ
2　

0
―
10　

本
校

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

5
回
戦

　

大
垣
Ａ
2　

3
―
6　

本
校

6
回
戦

　

名
古
屋　

0
―
8　

本
校

　

第
3
位

【
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

予
選
リ
ー
グ

1
回
戦

　

磐
田
西
高
校　

13
―
12　

本
校

敗
者
戦（
順
位
決
定
）

2
回
戦

　

岡
崎
城
西　

2
―
1　

本
校

3
回
戦

　

磐
田
西
・
湖
西
・
修
学
舎
高
校

�

　

2
―
1　

本
校

　

第
8
位

◎
卓
球
部

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
卓
球
競
技
】

個
人
の
部　

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

2
Ｎ　

牧
村
遙
人　
　

　

1
Ｅ　

堀　

莞
世　

ペ
ア

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

3
Ｆ　

寺
町　

心

　

1
Ｄ　

杉
山
紗
英　

ペ
ア　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

3
Ｆ　

寺
町　

心

　

1
Ｄ　

杉
山
紗
英

　

県
大
会
出
場

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

岐
阜
・
中
濃
地
区
予
選
会
】

個
人
戦　

　

2
Ｂ　

林　

蒼
真

　

2
Ｎ　

寺
井
奨
剛　

ペ
ア

　

ベ
ス
ト
16

　

3
Ｄ　

上
山
剛
琉

　

3
Ｅ　

青
木
陸
大　

ペ
ア

　

ベ
ス
ト
32

　

2
Ｈ　

杉
本
秀
耶

　

2
Ｄ　

三
島　

柊　

ペ
ア

　

ベ
ス
ト
32

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

団
体
戦

1
回
戦

　

本
校　

3
―
0　

羽
島

2
回
戦

　

本
校　

0
―
2　

中
京

個
人
戦

　

2
Ｂ　

林
蒼
真

　

2
Ｎ　

寺
井
奨
剛　

ペ
ア
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ベ
ス
ト
32

【
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
少
年
の
部
一
次

選
考　

岐
阜
・
中
濃
地
区
予
選
会
】

　

3
Ｄ　

上
山
剛
琉

　

2
Ｅ　

山
口
夏
輝　

ペ
ア

　

ベ
ス
ト
16

　

2
Ｂ　

林　

蒼
真

　

2
Ｎ　

寺
井
奨
剛　

ペ
ア

　

ベ
ス
ト
16

　

2
Ｈ　

杉
本
秀
耶

　

2
Ｄ　

三
島　

柊　

ペ
ア

　

ベ
ス
ト
16

【
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
少
年
の
部

二
次
選
考　

個
人
戦
】

　

3
Ｄ　

上
山
剛
琉

　

2
Ｅ　

山
口
夏
輝　

ペ
ア

　

ベ
ス
ト
32

　

2
Ｂ　

林　

蒼
真

　

2
Ｎ　

寺
井
奨
剛　

ペ
ア

　

ベ
ス
ト
32

◎
陸
上
部

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

3
Ｆ　

駒
田　

典
花　

　

400
ｍ
Ｈ　

第
1
位

　

4
×
100
ｍ　

第
5
位

　

4
×
400
ｍ　

第
4
位

　

東
海
総
体
進
出

1
Ｂ　

堀　
　

翠
快

　

800
ｍ　

第
2
位

　

4
×
400
ｍ　

第
4
位

　

東
海
総
体
進
出

3
Ａ　

山
際
ひ
か
り

　

400
ｍ
Ｈ　

第
3
位

　

4
×
100
ｍ　

第
5
位

　

4
×
400
ｍ　

第
4
位

　

東
海
総
体
進
出

3
Ｅ　

熊
坂　

威
恒

　

200
ｍ　

第
3
位

　

4
×
400
ｍ　

第
4
位

　

東
海
総
体
進
出

3
Ｄ　

堀　
　

大
夢

　

4
×
400
ｍ　

第
4
位

　

東
海
総
体
進
出

2
Ｄ　

福
井　

唯
人

　

4
×
400
ｍ　

第
4
位

　

東
海
総
体
進
出

3
Ｂ　

棚
橋　

七
海

　

4
×
100
ｍ　

第
5
位

　

東
海
総
体
進
出

3
Ｈ　

津
屋　

葉
月

　

4
×
100
ｍ　

第
5
位

　

4
×
400
ｍ　

第
4
位

　

東
海
総
体
進
出

2
Ｈ　

高
橋　

夏
姫

　

4
×
400
ｍ　

第
4
位

　

東
海
総
体
進
出

【
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

3
Ｆ　

駒
田　

典
花

　

400
ｍ
Ｈ　

第
5
位

　

全
国
総
体
進
出

3
Ａ　

山
際
ひ
か
り

　

400
ｍ
Ｈ
準
決
勝
進
出

3
Ｅ　

熊
坂　

威
恒

　

200
ｍ
準
決
勝
進
出

【
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

3
Ｆ　

駒
田
典
花

　

400
ｍ
Ｈ
準
決
勝
進
出

◎
剣
道
部

【
本
巣
武
道
大
会
】

男
子
団
体
戦　

3
位

　

1
Ｈ　

飯
沼　

海
心

　

3
Ｄ　

若
原　

優
星

　

2
Ｆ　

田
下　

久
晃

女
子
個
人
戦　

3
位

　

3
Ａ　

林　

真
優
奈

【
県
総
体
】

男
子
個
人
戦

　

3
Ｅ　

熊
﨑　

創
太（
1
回
戦
）

　

2
Ｂ　

辻　
　

旺
楽（
1
回
戦
）

女
子
個
人
戦

　

3
Ａ　

林　

真
優
奈（
1
回
戦
）

　

3
Ｂ　

金
山　

優
月（
3
回
戦
）

男
子
団
体
戦

　

2
Ｂ　

辻　
　

旺
楽

　

2
Ｈ　

河
本　

知
之

　

2
Ｆ　

杉
山　
　

碧　

　

2
Ｄ　

田
口　
　

大

　

3
Ｅ　

熊
﨑　

創
太

一
回
戦

　

本
校　

4
―
1　
合
同（
富
田・八
百
津
）

女
子
団
体
戦

　

3
Ｂ　

金
山　

優
月

　

1
Ｆ　

浅
井　

真
緒

　

3
Ａ　

林　

真
優
奈

　

2
Ｈ　

黒
木
あ
づ
紀

　

3
Ｈ　

甲
矢　

理
桜

一
回
戦

　

本
校　

0
―
3　

大
垣
北

【
岐
阜
市
民
剣
道
大
会
】

男
子
団
体
戦　

3
位

　

2
Ｄ　

水
野　

瑛
太

　

2
Ｂ　

岩
佐
直
太
朗

　

2
Ｆ　

田
下　

久
晃

【
岐
阜
県
剣
道
選
手
権
大
会
】

初
段
男
子
の
部　

準
優
勝

　

�
1
Ｈ　

飯
沼
海
心

二
段
男
子
の
部　

3
位

　

�

3
Ｄ　

若
原　

優
星

【
岐
阜
県
高
等
学
校
剣
道
大
会
】

男
子
団
体
戦

　

2
Ｂ　

辻　
　

旺
楽

　

2
Ａ　

松
葉　

亮
佑

　

2
Ｄ　

田
口　
　

大

　

2
Ｆ　

杉
山　
　

碧

　

3
Ｄ　

若
原　

優
星

　

3
Ｅ　

熊
﨑　

創
太

一
回
戦

　

本
校　

4
―
0　

加
茂

二
回
戦

　

本
校　

2
―
1　

市
岐
商

三
回
戦

　

本
校　

5
―
0　

斐
太

四
回
戦

　

本
校　

1
―
2　

中
京

　

ベ
ス
ト
8

女
子
団
体
戦

　

1
Ｎ　

玉
置　

梨
乃

　

2
Ｈ　

黒
木
あ
づ
紀

　

3
Ｂ　

金
山　

優
月

　

3
Ａ　

林　

真
優
奈

　

3
Ｈ　

甲
矢　

理
桜

一
回
戦

　

本
校　

2
―
0　
合
同（
城
北・大
日
）

二
回
戦

　

本
校　

0
―
4　

高
山
西

◎
柔
道
部

【
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

3
Ｅ　

井
戸　

康
輔

　

男
子
66
ｋ
ｇ
級　

第
3
位

2
Ｈ　

鷲
見
愛
嬉
子

　

女
子
52
ｋ
ｇ
級　

第
3
位

【
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会　

岐
阜
県
予
選
】

2
Ｈ　

鷲
見
愛
嬉
子

　

女
子
52
ｋ
ｇ
級　

第
3
位

【
岐
阜
地
区
総
合
体
育
大
会　

柔

道
競
技
】

男
子
団
体
戦　

第
2
位

女
子
団
体
戦　

第
2
位

◎
演
劇
部

【
高
等
学
校
演
劇
大
会
岐
阜
地
区

大
会
】

優
秀
賞（
県
大
会
出
場
）

【
岐
阜
県
高
等
学
校
演
劇
大
会
】

「
蘭N

O
ST
A
LGIA

～
い
つ
も
間

に
合
わ
な
い
あ
な
た
へ
～
」

　

可
児
市
長
賞
・
優
秀
賞

◎
植
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部

◎
美
術
部

【
岐
阜
県
青
少
年
美
術
展　

青
年
部
】

1
Ｈ　

鈴
村　

薫
平

　

入
選「Junk�Food�Shop

」

◎
吹
奏
楽
部

【
岐
阜
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　

高
等
学
校
岐
阜
西
部
地
区
大
会
】

Ｂ
編
成　

銀
賞

【
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
吹

奏
楽
部
門
】

岐
阜
県
高
校
生
西
濃
合
同
バ
ン
ド　

6
名
出
場

◎
放
送
部

3
Ｄ　

堀　

結
音
子

　

全
国
総
合
文
化
祭
放
送
部
門
朗

　

読
部
門
出
場

◎
生
物
工
学
科

3
Ｂ　

山
本　

大
翔

　
　
　

小
川　

瑠
偉

　
　
　

伊
藤
瑠
璃
子

　
　
　

河
口　

琴
子

全
国
総
合
文
化
祭
郷
土
研
究
部
門

地
理
・
産
業
部
門
出
場
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シ
リ
ー
ズ
「
岐
農
人
」
⑤

田
中
　
茂 

さ
ん

�
（
平
成
元
年
農
芸
科
学
科
卒
）

本
校
の
卒
業
生
で
、
是
非
紹
介

し
て
欲
し
い
人
が
い
る
と
以
前
同

窓
会
機
関
紙
瑞
穂
の
編
集
を
長
年

さ
れ
て
み
え
た
坂
井
幸
康
（
昭
和

四
十
四
年
林
科
卒
）
さ
ん
か
ら

連
絡
を
受
け
て
有
限
会
社
ペ
ン
・

テ
ッ
ク
代
表
の
田
中
茂
さ
ん
に
原

稿
を
依
頼
し
て
、
次
の
よ
う
な
原

稿
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
、「
関
ヶ
原
合
戦　

島

津
の
退
き
口
」（
ぎ
ふ
美
術
展
入

選
）
は
、
西
軍
の
石
田
三
成
が

負
け
て
敗
走
し
た
後
。
西
軍
側

の
島
津
義
弘
は
徳
川
家
康
本
陣

に
わ
ず
か
三
百
人
程
度
で
突
撃

し
、
敵
中
央
突
破
し
て
脱
出
に
成

功
す
る
名
シ
ー
ン
で
す
。

岐
阜
農
林
高
校
馬
術
部
の
馬
の

取
材
を
さ
せ
て
頂
き
、
意
外
な
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
当
時
四
百
年

前
は
、
木
曽
馬
に
乗
っ
て
い
た
は

ず
で
す
が
映
画
や
ド
ラ
マ
で
武
将

が
乗
っ
て
い
る
の
は
、
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
で
す
。
絵
の
構
成
を
考
え

私
も
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
を
モ
デ
ル
に

絵
を
描
き
ま
し
た
。

馬
術
部
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
が

ハ
ー
ド
ル
を
飛
ぶ
瞬
間
が
、
と
て

も
カ
ッ
コ
よ
く
、
筋
肉
質
な
お
尻

も
綺
麗
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
広
い

馬
場
が
確
保
で
き
る
馬
術
部
だ
か

ら
こ
そ
と
感
じ
ま
し
た
。

僕
が
絵
を
描
き
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
夜

に
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に

娘
の
絵
を
デ
ッ
サ
ン
し

た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
そ
れ
か
ら
毎
夜
五

時
間
ず
ー
っ
と
絵
を
描

き
続
け
て
い
ま
す
。
前

回
の
、
ぎ
ふ
美
術
展
で

い
き
な
り
大
賞
を
受

賞
。
銀
座
で
個
展
。
フ

ラ
ン
ス
の
ル
サ
ロ
ン
展

に
入
選
。
美
術
界
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
に
画
家
登

録
。
十
二
月
は
ス
ペ
イ

ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
で
個

展
も
決
ま
っ
て
い
ま

す
。

絵
は
独
学
で
、
美
大
に
は
行
っ

て
い
な
い
た
め
、「
な
ん
で
、
上

手
に
描
け
る
の
？
」
と
よ
く
聞
か

れ
ま
す
。「
描
い
た
ら
描
け
ち
ゃ
っ

た
っ
て
感
じ
で
す
」
と
答
え
て
い

ま
す
。

農
芸
化
学
科
を
卒
業
し
て
か
ら

家
業
を
継
い
で
塗
装
店
を
し
て
い

る
。
こ
れ
が
僕
の
天
職
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

絵
を
描
い
て
い
る
と
時
々
「
絵

が
売
れ
た
ら
い
い
な
」
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
絵
は
売

れ
な
く
て
も
塗
装
店
を
や
っ
て
い

る
か
ら
生
活
は
で
き
ま
す
。
僕
に

在

校

生

よ

り

私
は
令
和
六
年
八
月
二
日
に
多

治
見
市
に
あ
る
バ
ロ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
四
十
八

回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
放

送
部
門
朗
読
部
門
に
出
場
し
ま
し

た
。

全
国
か
ら
集
ま
る
選
手
は
想
像

以
上
に
多
く
の
人
で
、
熱
い
人
た

ち
で
し
た
。
発
声
の
練
習
室
に
行

く
と
、
部
屋
の
外
に
も
発
生
練
習

の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
り
、
受
付

前
の
広
場
に
行
け
ば
自
校
作
品
の

交
換
を
求
め
る
人
が
い
た
り
し
て

い
て
、「
こ
ん
な
に
も
多
く
の
人

が
放
送
に
つ
い
て
真
剣
に
向
き
合

い
、
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
な
」

と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
選
手
の
朗
読
部
門
の
発

表
を
聞
い
て
、「
こ
の
キ
ャ
ラ
の

こ
の
想
い
を
伝
え
た
い
ん
だ
」と
、

全
国
総
文
祭
に
出
場
し
て

�

三
年
流
通
科
学
科　

堀　

結
音
子

と
っ
て
一
番
大
事
な
の
は
、
絵
を

描
い
て
い
る
時
間
で
す
。
絵
を
描

き
続
け
る
こ
と
は
僕
の
使
命
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

と
の
エ
ッ
セ
イ
を
読
み
、
同
じ

農
芸
化
学
科
の
卒
業
生
と
し
て
誇

ら
し
く
思
い
ま
し
た
。
二
刀
流
で

頑
張
っ
て
い
か
れ
る
よ
う
で
す

が
、
今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し

ま
す
。�

（
文
責　

山
田　

伸
）
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今
年
は
第
四
十
八
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
が
令
和
六
年
七

月
三
十
日
～
八
月
五
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

私
は
八
月
一
日
の
郷
土
研
究
部

門
地
理
・
産
業
部
門
の
生
物
工
学

科
の
八
月
二
日
の
放
送
部
門
朗
読

発
表
者
の
想
い
が
伝
わ
り
、「
今
、

こ
の
キ
ャ
ラ
は
こ
う
い
う
状
態
だ

か
ら
、
自
分
だ
っ
た
ら
こ
ん
な
風

に
読
み
た
い
」と
、
自
分
の
表
現

方
法
に
つ
い
て
の
再
発
見
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
全
国
大
会
に
出
場

を
し
て
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た

が
、
と
て
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
実

力
が
発
揮
で
き
た
と
、
自
分
で
は

満
足
し
て
い
ま
す
。
放
送
部
で
の

経
験
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
私
は
朗
読
部
門
の
発
表
者

の
他
に
運
営
委
員
と
し
て「
お
も

て
な
し
弁
当
」の
案
内
を
他
の
部

員
と
協
力
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
自
分
の
役
割
に
責
任
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

部
門
の
発
表
者
の
指
導
に
携
わ
り

ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
全
国
の

舞
台
に
立
つ
と
い
う
と
て
も
貴
重

な
経
験
が
で
き
、
と
て
も
誇
ら
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

良
い
発
表
で
し
た
。

こ
の
代
表
者
の
指
導
の
他
に
も

放
送
部
門
の
運
営
委
員
の
指
導
も

兼
任
し
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る

高
校
の
国
語
科
の
先
生
と
定
年
後

の
話
に
な
り
、「
農
業
の
先
生
は

い
い
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
先
生
は
、「
普
通
科
教
員
は
定

年
後
採
用
さ
れ
る
学
校
は
ど
こ
に

な
る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
農
業

科
教
員
は
農
業
高
校
の
数
が
限
ら

れ
て
い
る
か
ら
、
ま
ず
同
じ
学
校

で
働
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
羨
ま

し
い
」
と
い
う
理
由
と
の
こ
と
。

本
校
で
勤
め
て
い
た
先
生
と
も
話

が
で
き
私
立
高
校
の
勤
務
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、「
私
立
高
校
で

あ
れ
ば
数
年
継
続
し
て
働
け
る
か

ら
」
と
の
理
由
か
ら
公
立
高
校
で

の
希
望
は
さ
れ
な
か
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

さ
て
、
私
ご
と
で
す
が
今
年
度

で
定
年
を
迎
え
来
年
度
は
再
任
用

教
員
と
し
て
本
校
で
の
継
続
勤
務

す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
全
国
総
文
祭
で
発
表
し

た
生
物
工
学
科
の
ア
ボ
カ
ド
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
道
半
ば
で
完
結
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
更
に
、
放
送
部

で
も
部
員
が
と
て
も
楽
し
そ
う
に

活
動
し
て
い
る
様
子
を
見
る
と
ま

だ
ま
だ
指
導
し
て
い
き
た
い
、
そ

う
願
う
ば
か
り
で
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
学
級
崩
壊
と

い
う
言
葉
が
社
会
現
象
と
も
い
え

る
昭
和
六
十
一
年
四
月
に
新
規
採

用
さ
れ
て
か
ら
三
十
九
年
目
と
な

り
ま
す
が
、
理
科
教
員
の
採
用
試

験
を
受
験
し
て
農
業
教
員
と
な
り

ま
し
た
。
辞
令
を
も
ら
う
た
め
岐

阜
県
庁
に
行
っ
た
際
に
教
育
委
員

会
の
方
か
ら
「
二
年
間
勤
務
し
て

も
ら
え
れ
ば
理
科
教
員
に
戻
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
は
十
名
の
農
業
教
員
の
採

用
で
し
た
が
三
名
が
理
科
採
用
で

一
名
は
二
年
後
に
理
科
教
員
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
、
農
業
高
校
は
と
て
も
評
判

が
良
く
農
業
教
員
で
続
け
ら
れ
て

き
た
こ
と
が
私
の
自
慢
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
方
に
お
世
話
に
な
り
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
農

業
教
員
で
い
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
文
責　

山
田　
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